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研究成果の概要（和文）：１）BDS予想からのずれを世界で初めて明らかにした。２）N=2超対

称性を N=１に破る模型で、低エネルギー定理を確立。３）USp行列模型で、時空点の鏡像との

自己相互作用が長距離で引力、短距離で斥力である事を示した。安定な４次元時空生成が示唆

される。４）quiver 行列模型の spectral curve と Witten-Gaiotto 型の SW curve の等価性を

示した。Nekrasov分配関数の計算方法を編み出し、0d-4d dictionary を確立。 

 
研究成果の概要（英文）： 1) Elucidated the deviation from BDS conjecture first in the world 
analytically. 2) Established the low energy theorem for the NG fermion in the model of 
Fujiwara-Itoyama-Sakaguchi. 3) In the USp matrix model of Itoyama - Tokura, we showed 
that the self-interaction between a spacetime point and its image is attractive in the 
long distances and repulsive in the short distances.  Suggests the formation of 4 
dimensional spacetime in this model. 4) 2d-4d connection, equivalence established between 
the spectral curve of the quiver matrix model and that of SW curve of Gaiotto-Witten type.  
0d-4d dictionary was established. 
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１．研究開始当初の背景 
ゲージ理論とひも理論は２０年前には大き
くかけ離れたテーマであったが、現在の素粒
子論に於いてはひとつの普遍的事実の２つ
の側面とみなされている。背景となる仕事と
して、1995 糸山―Morozov,  1997 糸山―
都倉、 2002 糸山-Morozov、  2004 藤原
‐糸山‐阪口、2007 糸山‐丸吉  

 
２．研究の目的 
 糸山の上記の成果に基づきさらに想像力
に富む独創性豊かな研究を生み出すこと。 
 
３．研究の方法 
 理論的研究、大学院生を含む少数の共同研
究。 
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４．研究成果 
主な研究成果は４つある。 
(1) multi gluon scattering 強結合極限に於
いて、南部・後藤方程式、極小局面を用いた
計算を waving なる処方を開発することによ
り遂行した。この領域で所謂 BDS予想からの
ずれを世界で初めて解析的に明らかにした。 
(2) N=2 超対称性を自発的に N=１に破る藤
原・糸山・阪口模型で、NG fermionに対する
低エネルギー定理を確立した。 
(3) 糸山・都倉の USp行列模型に於いて、時
空点とその鏡像点間の自己相互作用は長距
離で引力短距離で斥力となることを示した。
時空６方向を adjoint表現に選ぶこの模型で
の安定な４次元時空配位生成を示唆する。 
(4) 2d-4dconnection のテーマに於いて
quiver行列模型の spectral 
curveと Witten-Gaiotto型の curveの等価性
を示した。Nekrasov 分配関数を Jack 多項式
及び Selberg積分を用いて巧妙に計算する方
法を編み出し、0d-4d dictonaryを確立した。 
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